
介紹

（
成
）
勝
尾
寺
常
行
三
昧
堂
過
去
帳
巻
二
巻

（
亥
）
請
雨
作
法
書
巻
一
巻

（
甲
）
要
脚
銭
請
取
状
巻
一
巻

（
乙
）
御
壁
書
留
触
書
状
巻
一
巻

で
あ
る
。
こ
の
分
類
を
み
て
い
た
だ
け
ば
わ
か
る

よ
う
に
文
書
の
内
容
は
、
政
治
史
社
会
経
済
史
、

文
化
史
、
宗
教
史
等
々
、
ま
こ
と
に
多
方
面
に
わ

た
っ
て
い
る
。
中
世
文
書
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
お

お
う
豊
富
さ
が
た
だ
ち
に
納
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
内
容
別
分
類
に
よ
る
巻
子
仕
立
て

は
す
で
に
延
宝
九
年
の
勝
尾
寺
文
書
の
「
類
聚
目

録
」
に
み
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
と
き
に

巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
、
同
蒔
に
検
索
の
便
の
た
め

に
「
類
聚
目
録
」
が
作
成
さ
れ
、
以
後
、
大
切
に

保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
史
料
編
へ
の
収
載
に
さ
い

し
て
は
、
巻
子
仕
立
て
の
現
状
に
よ
ら
ず
、
文
書

は
す
べ
て
編
年
順
に
整
理
し
な
お
さ
れ
て
い
る
。

時
代
順
に
歴
史
を
過
観
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
こ

の
編
年
順
に
た
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
一
番

便
利
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
編
年
順
は
内
容
的
に

連
関
す
る
文
書
群
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
か
え
っ

て
み
に
く
い
と
い
う
欠
陥
も
あ
る
。
そ
の
欠
陥
を

お
ぎ
な
う
た
め
に
今
回
の
『
史
料
編
』
に
は
文
書

一
点
ご
と
に
巻
子
の
分
類
番
号
を
付
し
た
上
、
巻

頭
に
延
宝
の
『
類
聚
目
録
』
を
付
萌
し
て
、
関
連

文
書
の
検
索
に
便
を
は
か
っ
て
い
る
。
利
用
者
に

と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
配
慮
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

巻
宋
に
は
、
　
『
史
料
編
』
の
地
名
索
引
が
付
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
読
者
に
は
便
利
で
あ
る
。

　
（
A
5
判
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七
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月
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役
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（
大
山
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京
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大
学
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教
授
）

稲
垣
泰
彦
編

『
荘
園
の
世
界
』

　
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
豊
富
な
研
究
史
を
持
つ

荘
園
研
究
が
、
実
証
的
に
も
理
論
的
に
も
一
定
の

成
果
を
あ
げ
て
来
た
こ
と
は
、
誰
し
も
認
め
る
所

で
あ
る
。
一
方
、
歴
史
教
育
に
携
わ
る
人
々
を
は

じ
め
と
し
て
、
荘
園
を
専
門
と
し
な
い
研
究
者
か

ら
も
、
荘
園
を
教
え
る
こ
と
の
む
つ
か
し
さ
、
そ

の
と
ら
え
所
の
な
さ
を
指
摘
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。

従
来
の
荘
園
研
究
を
支
え
て
来
た
思
想
と
方
法
が

聞
わ
れ
る
段
階
に
来
て
い
る
よ
ヶ
で
あ
る
。

　
か
か
る
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
荘
園
研
究

者
が
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
成
果
が
、
本
書
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
編
者
の
稲
垣
氏
は
、
　
「
一
定
の

事
件
や
事
象
に
焦
点
を
合
せ
、
…
…
そ
の
舞
台
と

な
っ
た
荘
園
の
立
地
条
件
や
景
観
と
、
そ
こ
に
営

な
ま
れ
た
人
々
の
生
活
の
姿
を
、
具
体
的
に
生
き

生
き
と
え
が
き
だ
」
す
こ
と
が
、
著
者
の
共
通
の

目
標
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
池
田
荘
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
中
世
遺
跡
保
存

問
題
が
緊
急
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
か
か

る
方
法
を
と
る
本
書
の
企
画
は
、
時
宜
に
か
な
う

も
の
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
一
連
の
保
存
運

動
を
経
て
、
遺
跡
保
存
の
決
定
権
は
、
地
域
住
民

に
あ
る
と
い
う
原
則
が
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
前
書
は
こ
の
位
に
し
て
、
内
容
の
紹
介
に
移
る
。

　
稲
垣
泰
彦
「
荘
園
開
発
の
あ
と
を
さ
ぐ
る
－
大

和
国
池
田
荘
－
」
綿
密
な
現
地
調
査
に
も
と
づ
き

開
発
に
利
用
さ
れ
た
用
水
の
確
定
、
豪
族
屋
敷
を

有
す
る
池
田
郷
の
復
原
が
な
さ
れ
、
延
久
か
ら
文

治
の
問
に
行
わ
れ
た
均
等
名
編
成
の
問
題
に
も
触

れ
る
。
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峰
岸
純
夫
「
菓
国
武
土
の
基
盤
－
上
野
国
新
田

荘
1
」
新
田
或
の
本
拠
、
新
田
荘
を
例
に
、
東
国

荘
園
の
典
型
で
あ
る
寄
進
地
産
荘
園
の
成
立
と
領

主
制
の
展
開
を
、
寄
進
期
や
内
乱
期
の
政
治
史
と

の
関
連
の
中
で
解
明
し
た
も
の
。
荘
内
の
灌
概
水

利
系
と
惣
領
制
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
義
貞
の
軍

事
編
成
に
も
触
れ
る
。

　
網
野
善
彦
「
湖
の
民
と
惣
の
自
治
一
近
江
国
菅

浦
1
」
惣
結
合
の
典
型
と
さ
れ
る
菅
浦
の
惣
を
、

堺
相
論
を
通
じ
て
発
展
し
て
来
る
鎌
倉
末
・
南
北

朝
期
を
中
心
に
し
て
述
べ
た
も
の
。
蟄
人
の
定
着
、

自
由
通
行
権
を
保
証
さ
れ
た
菅
浦
供
御
人
の
成
立

と
い
う
過
程
を
辿
る
「
湖
の
民
」
、
そ
の
規
定
性

を
無
視
で
き
な
い
と
す
る
。

　
小
由
靖
憲
「
荘
園
制
形
成
期
の
領
主
と
農
民
一

伊
賀
国
黒
田
荘
一
」
歴
史
地
理
学
的
方
法
を
援
用

し
つ
つ
、
荘
の
成
立
と
確
立
と
い
う
二
つ
の
画
期

に
お
け
る
諸
階
級
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
東
大
寺
に

よ
る
荘
の
拡
大
の
成
功
を
、
村
落
上
層
農
民
の
組

織
化
に
も
と
つ
く
、
中
小
領
主
・
平
民
百
姓
を
成

員
と
す
る
中
華
村
落
支
配
に
求
め
た
も
の
。

　
上
島
有
「
京
郊
荘
園
の
農
民
と
荘
家
の
一
揆

i
山
城
国
上
久
世
荘
一
」
畿
内
先
進
地
域
の
代
表

的
荘
園
と
さ
れ
る
上
久
世
荘
に
見
ら
れ
る
、
南
北

朝
・
室
町
期
の
年
貢
・
公
事
減
免
闘
争
、
い
わ
ゆ

る
荘
家
の
一
揆
を
、
村
落
の
構
成
、
百
姓
申
状
や

起
情
文
の
分
析
を
ふ
ま
え
、
領
主
側
の
対
悠
を
織

り
込
み
な
が
ら
多
面
的
に
考
察
し
た
も
の
。

　
田
沼
　
睦
「
都
市
貴
族
の
下
向
直
務
と
中
世
村

落
一
和
泉
国
日
根
荘
一
」
　
「
旅
引
付
」
で
有
名
な

日
根
荘
に
つ
い
て
、
九
条
政
基
の
下
向
と
現
地
の

対
応
を
基
軸
に
す
え
、
下
向
の
条
件
、
荘
を
め
ぐ

る
守
護
な
ど
諸
勢
力
の
角
逐
、
そ
の
中
で
現
わ
れ

る
村
民
の
論
理
と
そ
れ
を
さ
さ
え
る
惣
村
的
秩
序

を
、
近
世
的
村
落
へ
の
展
望
を
見
透
し
て
述
べ
る
。

　
仲
村
　
研
「
地
頭
非
法
と
片
仮
名
言
上
状
－
紀

伊
国
阿
氏
一
河
荘
i
」
残
忍
な
地
頭
非
法
を
た
ど
た

ど
し
い
片
仮
名
で
書
き
綴
っ
た
「
片
仮
名
書
言
上

状
」
は
、
如
何
な
る
歴
史
的
情
況
で
生
ま
れ
、
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
か
。
御
蔭
人
湯
浅
氏
の

領
主
制
の
展
開
と
百
姓
の
抵
抗
の
高
揚
を
、
雑
掌

た
る
幕
府
法
曹
宮
僚
の
役
割
を
お
さ
え
な
が
ら
述

べ
る
。

　
佐
藤
和
彦
「
惣
荘
一
揆
の
基
盤
と
展
開
i
播
磨

国
矢
野
荘
i
」
悪
党
と
の
抗
争
、
代
官
非
法
と
闘

う
中
で
強
化
さ
れ
た
惣
結
合
に
も
と
つ
く
惣
荘
一

揆
一
永
和
三
年
の
地
下
代
官
非
法
追
求
闘
争
i
が
、

荘
園
領
主
側
の
分
裂
と
守
護
勢
力
の
介
入
を
も
た

ら
し
、
国
一
揆
の
原
因
を
形
成
し
て
行
く
過
程
を
、

惣
結
合
の
あ
り
方
を
ふ
ま
え
て
明
ら
か
に
し
た
も

の
。　

黒
川
直
則
「
武
家
代
官
排
斥
の
闘
争
－
備
中
国

新
見
荘
1
」
武
家
代
官
を
排
斥
し
た
新
見
荘
の
農

民
が
、
強
圧
的
な
直
務
代
官
支
配
を
否
定
し
、
応

仁
・
文
賜
の
大
乱
期
、
国
衙
領
百
姓
と
連
合
し
て
、

「
備
中
の
土
一
揆
」
を
闘
う
に
託
る
過
程
を
、
直

黒
支
配
や
三
職
の
あ
り
方
、
周
辺
国
衛
領
や
中
央

情
勢
と
の
関
連
を
ふ
ま
え
て
述
べ
る
。

　
瀬
野
精
一
郎
「
松
浦
党
の
基
盤
と
変
質
一
肥
前

国
宇
野
御
厨
一
」
九
州
西
岸
多
島
海
を
舞
台
に
、

荒
野
山
野
を
開
発
し
武
士
化
し
た
蟄
人
た
ち
が
、

狭
小
な
所
領
を
め
ぐ
っ
て
抗
争
を
く
り
返
し
な
が

ら
、
政
治
的
軍
事
的
結
集
を
目
釣
と
す
る
国
人
一

揆
を
形
成
し
て
行
く
過
程
。
背
後
に
あ
る
漁
携
海

運
の
生
活
に
密
着
し
た
小
一
揆
の
存
在
も
指
摘
さ

れ
る
。

　
以
上
、
枚
数
制
限
も
あ
り
、
筆
者
の
能
力
も
手

伝
っ
て
、
き
わ
め
て
不
充
分
な
も
の
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
が
、
内
容
紹
介
を
終
る
。
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介紹

　
最
後
に
、
締
括
り
の
意
味
で
、
全
般
に
亘
っ
て

気
付
い
た
点
を
二
・
三
記
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
特
定
の
事
件
や
事
象
を
多
面
的

に
考
察
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
的
確
な
荘

園
選
択
と
相
倹
ち
、
個
別
荘
園
研
究
と
一
般
的
な

歴
史
事
象
研
究
の
調
和
を
実
現
し
え
た
こ
と
を
あ

げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
共
に
、
歴
史
地
理
学

的
方
法
（
現
地
調
査
に
よ
る
復
原
も
含
め
て
）
の

援
用
、
中
央
情
勢
と
地
方
情
勢
の
連
関
、
地
方
相

互
の
関
連
と
い
う
＝
壮
園
を
超
え
た
範
囲
の
政
治

的
要
因
の
灘
入
、
さ
ら
に
は
、
文
書
様
式
論
の
適

用
、
非
農
業
民
的
要
素
の
重
視
と
い
っ
た
風
に
、

多
彩
な
方
法
や
視
点
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
今
後
の

荘
園
研
究
の
方
向
を
、
一
定
度
示
唆
し
て
い
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
二
に
、
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一

見
無
雑
作
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
荘
園

も
、
編
者
の
周
到
な
配
慮
に
よ
っ
て
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
、
荘
園
開
発

を
う
け
て
、
在
地
領
主
・
惣
と
い
う
在
地
の
基
本

的
政
治
的
主
体
が
置
か
れ
、
黒
田
荘
で
両
者
を
包

摂
す
る
荘
園
領
主
制
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
荘
園
制

形
成
と
な
る
。
以
後
は
、
荘
園
領
主
・
地
頭
や
守

護
、
つ
ま
り
権
力
説
と
農
民
の
惣
結
合
に
も
と
つ

く
一
揆
と
の
対
決
の
種
々
相
が
、
　
一
定
の
順
序
で

配
列
さ
れ
る
。
さ
ら
に
在
地
領
主
の
一
揆
の
例
と

し
て
、
松
浦
党
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
構

成
に
現
わ
れ
て
い
る
編
者
の
荘
園
詳
論
を
、
総
論

の
形
で
ま
と
め
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
う
の
は
、
筆

者
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
敢
え
て
書
か

れ
な
か
っ
た
こ
と
の
意
味
を
考
え
れ
ば
、
本
書
の

素
材
提
供
的
性
格
－
そ
れ
は
各
論
稿
に
も
あ
て
は

ま
る
一
と
し
て
位
置
づ
け
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
本
書
は
如
何
に
読
み
込
む
か

を
読
老
の
裁
量
に
委
ね
た
、
き
わ
め
て
多
様
な
読

み
を
許
容
す
る
著
書
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
日
根
荘
に
見
ら
れ
る
「
九

人
番
頭
」
か
ら
「
八
人
庄
屋
」
へ
と
、
中
世
宋
か
ら

近
世
へ
の
変
革
期
を
歩
ん
だ
村
落
上
層
昆
の
「
主

体
的
土
着
思
想
」
は
、
先
述
し
た
荘
園
遺
跡
保
存

問
題
を
考
え
る
上
に
も
、
示
唆
し
て
く
れ
る
も
の

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
問
題
が
多
岐
に
わ
た
り
、
筆
者
の
能
力
を
超
え

て
い
る
の
で
、
誤
解
を
お
か
し
、
著
者
諸
氏
に
対

し
、
非
礼
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
か

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
御
寛
恕
を
乞
う
次

第
で
す
。

　
（
四
六
判

　
学
出
版
会

三
三
〇
頁
一
九
七
三
年
三
月
　
東
京
大

五
八
○
円
）

　
（
勝
山
清
次
・
京
都
大
学
大
学
院
生
）
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